
○
新
し
い
場
所
へ

　
三
月
は
卒
業
の
季
節
で
す
。
保
育
園
を
始

め
と
し
て
、
村
内
外
の
各
学
校
も
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
お

喜
び
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
気
分
一
新

し
て
新
し
い
進
路
へ
向
か
っ
て
邁
進
し
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
村
で
は
四
月
か
ら
新
し
い
保
健
師
が
、
本
庁
で
も
新
職
員

三
名
が
入
り
合
計
四
名
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
者
が
来
て
く
れ

ま
す
。
一
日
も
早
く
村
民
の
た
め
に
仕
事
に
慣
れ
て
働
い
て

く
れ
る
よ
う
希
望
し
て
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
取
り
組
み

　
三
月
に
は
平
成
二
十
四
年
度
の
予
算
を
定
例
議
会
に
お
い

て
お
認
め
頂
き
、
本
村
も
希
望
を
持
っ
て
今
年
度
の
出
発
を

い
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
美
し
い
自
然
の
生
態
系
と
伝
統

文
化
を
守
り
、
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
努
め
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
概
要
と
直
接
個
人
の
皆
さ
ん
に
関
係
す
る
も
の
は

一
覧
表
に
し
て
本
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
（
二
～
八
ペ
ー

ジ
）。
ど
う
か
そ
れ
ぞ
れ
関
係
予
算
を
ご
利
用
頂
く
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

○
春
の
東
白
川
村

　
五
月
三
日
に
は
恒
例
の
つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
つ
ち
の
こ
捕
獲
賞
金
百
二
十
三
万
円
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
山
菜
の
美
味
し
い
季
節
で
す
。
大
勢
の
ご
家
族
連

れ
が
ご
参
加
頂
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
い

物
や
子
ど
も
達
の
楽
し
み
も
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
つ
っ
ち
ー
」
と
「
の
こ
り
ん
」

が
歓
迎
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
毎
年
こ
の
季
節
は
火
災
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
無
事
故
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

皆
様
十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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今月の村長室から

県の代表選手として各スポーツ大会に出場したお二人（関連：10 ページ）

牧野哲也君永田玲奈さん
（写真中段）



　
　

 

村
税
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え  

   

と
景
気
の
後
退
を
考
慮
し
、
前
年
度      

   

比
九
四
・
四
％
で
減
額
計
上
し
て
い 

   

ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
国
の
予
算  

   

で
若
干
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と 

  

か
ら
、
定
住
自
立
圏
分
を
含
め
て
前

年
度
よ
り
一
千
万
円
増
額
の
九
億
一
千
万

円
と
し
て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、

橋
梁
長
寿
命
化
と
道
路
修
繕
の
補
助
金

で
あ
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、

災
害
復
旧
事
業
負
担
金
、
障
が
い
者

自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
等
に
よ
り

一
億
四
百
六
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
県
支
出
金
は
、
県
単
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
補
助
金
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
補
助
金
等
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
耐
震
工
事
の
減
額
等
で
前
年
度
比

七
・
三
％
減
の
一
億
九
百
二
十
五
万
円
と

し
て
い
ま
す
。
村
債
は
、
公
債
費
負
担

適
正
化
計
画
の
範
囲
内
で
有
利
な
過
疎

対
策
債
を
主
に
活
用
し
ま
す
。
ソ
フ
ト

事
業
に
は
、
防
災
対
策
、
日
本
で
最
も

美
し
い
村
事
業
、
地
籍
調
査
事
業
や
農

地
流
動
化
奨
励
金
、
診
療
所
の
外
出
支

援
事
業
等
に
三
千
九
百
六
十
万
円
を
、

み
つ
ば
保
育
園
、
総
合
運
動
場
の
改
修

工
事
、
診
療
所
の
Ｘ
線
照
射
装
置
の
更

新
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
機
器
の
更
新
、
橋
梁
の

修
繕
工
事
等
の
ハ
ー
ド
事
業
の
財
源
と

し
て
一
億
二
千
三
百
六
十
万
円
、
こ
れ

ら
に
臨
時
財
政
対
策
債
七
千
万
円
を
加

え
総
額
二
億
三
千
三
百
二
十
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
二
十
三
年
度
の
財

政
運
営
の
状
況
を
踏
ま
え
、
繰
越
金
を

二
億
四
千
三
百
六
十
五
万
円
を
計
上
し
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
し
た
。

　
　
産
業
活
動
が
活
発
な

　
　
「
に
ぎ
わ
い
」
の
あ
る
む
ら
づ
く
り

　

 　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事

　
　
業
、
本
年
度
か
ら
始
ま
る
農
地
・
水

　
　
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
、
第
三

　
　
期
対
策
初
年
度
の
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
事
業
等
を
継
続
し
、
農
地

と
森
林
を
守
る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
農

業
振
興
対
策
で
は
、
農
地
流
動
化
奨
励
金

制
度
の
継
続
、
モ
デ
ル
茶
園
の
造
成
等
に

か
か
る
経
費
を
茶
樹
植
栽
等
支
援
事
業
と

合
わ
せ
て
助
成
、
新
世
紀
工
房
の
乗
用
茶

刈
機
購
入
助
成
等
に
よ
り
茶
生
産
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。
有
害
鳥
獣
対
策
と
し

て
、
捕
獲
柵
購
入
補
助
金
を
継
続
し
猪
の

捕
獲
を
百
頭
予
定
し
ま
す
。
他
に
県
制
度

の
「
あ
す
な
ろ
農
業
塾
」
の
参
加
者
を
対

象
に
ト
マ
ト
の
新
規
就
農
に
支
援
を
し
ま

基本方針
○「人口減少に歯止めをかける」ことを実現するための積極的な予算編成とする。
○環境や景観の保護活動を通じた里山の保全といった地域資源を生かした取り組みに力を注ぎ、

「日本で最も美しい村」連合加入を契機に持続可能な「美しい東白川村」を残していくよう努める。

平成24年度当初予算総額30億５, ８５０万円

一般会計（歳入）

一般会計（歳出）

自
主
財
源
（
二
八
％
）

依
存
財
源
（
七
二
％
）

一般会計予算額：19 億 6200 万円（前年比 2.9％増）

歳入



す
。
林
業
振
興
で
は
、
新
た
に
年
間
を
通

じ
て
林
道
、
作
業
道
管
理
を
行
う
事
業
に

支
援
を
し
、
前
述
の
交
付
金
事
業
に
よ
り

付
加
価
値
を
高
め
る
努
力
を
継
続
し
ま

す
。
広
域
林
道
開
設
促
進
や
、
県
が
新
た

に
取
り
組
む
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環

境
税
事
業
」
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。
地
籍

調
査
事
業
は
、
引
き
続
き
一
筆
地
調
査
を

進
め
ま
す
。
商
工
業
振
興
策
で
は
、
新
た

に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
へ
の
加
入

促
進
支
援
を
行
い
、
商
工
業
設
備
資
金
利

子
補
給
制
度
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
商

工
会
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
商
品

券
発
行
事
業
を
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
が
実
感
で
き
る

「
す
み
よ
さ
」
の
あ
る
む
ら
づ
く
り

　
県
単
土
地
改
良
修
繕
事
業
で
は
、
か
ん

が
い
排
水
事
業
に
取
組
み
中
谷
地
区
の
用

水
路
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
で
は
県
事
業
で
診
療
所
裏

の
対
策
と
、
県
の
補
助
事
業
で
上
小
林
の

対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
松
枯
れ
等

に
よ
る
危
険
木
の
除
去
を
推
進
し
ま
す
。

防
災
対
策
事
業
で
は
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
で
村

民
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
防
災

行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の
設
計
を
行
い
ま

す
。
美
濃
東
部
区
域
農
用
地
総
合
整
備
事

業
は
、
第
三
工
区
農
道
事
業
が
完
成
予
定

で
、
ト
ン
ネ
ル
の
維
持
管
理
や
完
成
式
典

を
行
な
い
ま
す
。
道
路
橋
梁
維
持
事
業

は
、
越
原
橋
の
修
繕
工
事
、
岩
倉
橋
調
査

委
託
と
村
道
の
維
持
修
繕
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
で
あ
る
外
山
下
線

道
路
改
良
工
事
も
計
画
し
ま
す
。
地
域
活

性
化
策
で
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
イ
ル
事
業
関

係
事
業
者
の
勉
強
会
等
を
開
催
し
、
関
連

産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
二
年
目
に
入

る
官
民
協
働
の
村
づ
く
り
事
業
は
、
広
く

村
民
か
ら
の
意
見
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
村
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
、
交
流
事
業
を
実
施
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
積
極
的
に
支
援
し
て
地
域
の

活
性
化
対
策
を
実
行
し
ま
す
。
他
に
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進
の
た
め
の
助
成

制
度
を
啓
発
し
、
人
口
対
策
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
自
然
環
境
に
優
し
い
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
を
更
に
奨
励
す
る
た
め
、

助
成
内
容
を
拡
充
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
美
濃
加
茂
市
と
締
結
し
た
定
住
自

立
圏
の
形
成
で
は
、
様
々
な
政
策
分
野
に

お
い
て
の
連
携
で
、
民
間
の
意
欲
と
発
想

を
積
極
的
に
引
き
出
し
圏
域
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ま
す
。
地
域
情
報
化
対
策
事

業
で
は
、
一
部
の
機
器
が
耐
用
年
数
を
超

え
た
こ
と
を
受
け
、
情
報
通
信
基
盤
管
理

運
営
協
議
会
の
中
間
答
申
に
よ
り
、
セ
ン

タ
ー
モ
デ
ム
や
気
象
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
の
更

新
を
実
施
し
ま
す
。

お
互
い
に
助
け
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
や
さ
し
さ
」
の
あ
る
む
ら
づ
く
り

　
高
齢
者
等
外
出
支
援
事
業
で
は
、
車
両

の
更
新
等
に
よ
り
、
透
析
治
療
の
た
め
の

通
院
支
援
と
中
核
病
院
へ
の
高
齢
者
の
通

院
支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
予
防
接
種

事
業
で
は
子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
や
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
等
の
無

料
接
種
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
一
才
児
か
ら
中
学
生
ま
で
と
生
活
保
護

世
帯
等
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
助

歳出



成
を
実
施
し
ま
す
。
福
祉
生
活
支
援
事
業

は
、
在
宅
で
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い

る
家
庭
や
乳
幼
児
を
持
つ
家
庭
に
可
燃
ご

み
袋
を
無
料
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
低
所

得
世
帯
に
対
し
村
内
消
費
の
一
助
と
な
る

「
つ
ち
の
こ
商
品
券
配
布
事
業
」
を
継
続

し
ま
す
。
こ
の
他
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営

助
成
や
第
三
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
支
援
策
を
継
続
し
ま
す
。
み
つ

ば
保
育
園
の
運
営
で
は
、
老
朽
化
の
進
ん

で
い
る
保
育
園
舎
や
機
械
設
備
に
つ
い
て

保
育
環
境
を
最
優
先
に
必
要
最
小
限
の
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
「
ゆ
た
か
さ
」
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら
づ
く
り

　
高
校
生
通
学
支
援
事
業
を
白
川
町
と
協

力
し
て
通
学
バ
ス
を
運
行
す
る
と
と
も

に
、
自
宅
通
学
す
る
高
校
生
に
交
通
費
の

一
部
を
継
続
助
成
し
ま
す
。
小
学
校
に
つ

い
て
は
裏
山
フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
工
事
を
行

い
、
児
童
の
安
全
対
策
を
行
う
と
と
も
に

基
礎
・
基
本
を
習
得
す
る
た
め
の
教
材
等

を
整
備
し
ま
す
。
中
学
校
は
新
学
習
指
導

要
領
へ
の
対
応
等
を
図
る
た
め
、
指
導
書

の
整
備
や
芸
術
鑑
賞
会
等
を
実
施
し
ま

す
。
公
民
館
講
座
事
業
で
は
、
「
お
出
か

け
公
民
館
講
座
」
や
村
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
他
に
第

六
十
七
回
国
民
体
育
大
会
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と

炬き
ょ
か
火
リ
レ
ー
を
行
な
い
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
運
営
に
向
け
て

　
平
成
二
十
四
年
度
は
職
員
を
四
名
採
用

し
ま
す
が
、
常
に
業
務
改
善
を
行
い
な
が

ら
適
正
な
定
員
管
理
を
行
い
ま
す
。
経
常

経
費
に
つ
い
て
は
、
電
気
料
の
値
上
げ
等

厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
の
で
徹
底
し
た
節

約
を
行
い
経
費
節
減
に
努
め
ま
す
。

 

村
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
水
道
使
用

料
等
は
、
納
税
者
の
納
税
意
識
高
揚
を
図

る
た
め
に
も
厳
し
い
措
置
が
必
要
な
状
況

に
あ
る
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
時
効
の
管
理
、
債
権
等
の
差
し
押

さ
え
、
土
地
開
発
基
金
の
活
用
に
よ
る
山

林
等
の
不
動
産
の
換
価
方
策
の
整
備
等
を

順
次
実
施
し
ま
す
。

　
村
有
財
産
の
管
理
は
、
村
有
林
の
下

刈
、
除
間
伐
作
業
を
実
施
し
、
適
正
な
村

有
林
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
越
原
国

有
林
地
内
の
分
収
造
林
事
業
も
推
進
し
ま

す
。
こ
の
他
、
国
が
地
方
公
会
計
改
革
と

し
て
推
進
し
て
い
る
貸
借
対
照
表
、
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
、
純

資
産
変
動
計
算
書
か
ら
な
る
新
地
方
公
会

計
制
度
を
導
入
し
、
資
産
と
債
務
の
適
切

な
管
理
を
行
い
、
財
務
四
表
を
公
表
し
財

務
内
容
の
透
明
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

簡易水道特別会計
14,780 万円（4.3％増）

 現在の加入者は 979 件で全村
に給水しています。特に長年
の使用により施設の一部が老
朽化して更新の時期となって
いるため、少しでも長く使用
できるよう適切な維持管理及
び改修工事を進めるため施設
維持管理費が増加しています。
今後も安全で清浄な水道水の
供給に努めます。

介護保険特別会計
23,440 万円（5.8％増）

　第５期事業計画期間（平成
24 年から 3 年間）の基準とな
る月額保険料は、前期の料率
を据え置きます。在宅介護を
進める国の方針に変更はあり
ませんが、本村では介護する
側の高齢化が進みますので、
在宅での介護力低下が無いよ
う利用者サービスを安定的に
行えるよう努力します。

国民健康保険特別会計
37,830 万円（3.1％減）

　加入者 756 人を想定し、主
たる財源である保険税は据え
置きとしています。加入者一
人ひとりの健康増進を課題と
して診療所と連携し、健康指
導等を通して早期発見・早期
治療に取り組みます。また保
険税が相互扶助であることを
十分説明し、村税と併せて収
納率の向上に努力します。

後期高齢者医療特別会計
3,390 万円 (2.6％減）

 75 歳以上の方と 65 歳以上 75 歳

未満で一定の障がいがある方 644

人を想定しています。村では保険

料の徴収及び申請書等の受付等に

係る経費を計上しています。

国保診療所特別会計
28,020 万円 (1.0％減）

　地域の医療センターとして
の責任と期待を認識し、疾病
治療・健康管理に努力します。
医療機器整備にあたっては各
種計画に沿って必要なものか
ら優先して更新等を行い設備
の充実を図ります。また診療
所事業改革委員会の答申に
沿って診療所の在り方に等に
ついて研究を行います。

下水道特別会計
2,190 万円（1.9％増）

　4 施設（宮代地区 19 戸、平
西地区 35 戸、平東地区 24 戸、
平中地区 21 戸）の小規模集
合排水処理施設の管理を行い
ます。各組合の努力で施設の
安定した運営を行っています。
今後とも組合との連携を一層
強化し、生活排水処理に万全
を期していきます。

特別会計合計額：10 億 9,650 万円（前年度比 0.3％増）



　　企画財政係（内線 240）
事業名 対象 概要 補助率・金額等

のぼり旗作成
支援事業補助金 村内各種団体

　美しい村東白川のイメージアップ戦略として、村
が指定する色でのぼりを作成した場合に作成費用を
助成

500 円 /1 本（上限）
作成上限　200 本

　　環境係（内線 140）
事業名 対象 概要 補助率・金額等

定住促進助成金事業 村内へ 10 年以上定住する目的の
I・U ターン者

　村内に定住する為
に家を新築、購入ま
たは、増改築する費
用の助成

新築…上限 150 万円上限
購入・改築…上限 130 万円

（水道加入金還付、浄化槽
設置補助金増額、ＣＡＴＶ
加入金還付、購入・工事費）

東白川村
定住促進住宅の

設置事業

①本村に定住するため住宅を必要と
する者であること。又は村内住民で
婚姻を機に新居を必要とする者。 
②入居時において、世帯主が四十五
歳未満の者であること。

定住促進住宅の提供 １カ月家賃額　4 万円

　I・U ターン者奨励
控除 1 万円

　未就労で大学生以
下の扶養親族の控除 2,500 円／ 1 人

住宅用
太陽光発電システム

設置事業補助金

①自己の居住の用に供する住宅に太
陽光発電システムを設置する者 
②自己の居住の用に供する太陽光発
電システム付きの住宅を建築又は購
入する者

　住宅用太陽光発電
システムの最大出力
に応じて助成

3 万円 /kw

上限額…6kw/18 万円

生ごみ処理機
設置補助金

　自家処理用に購入し設置したも
の。ただし設置場所及び処理後の残
渣を処理できる場所が確保出来る事

（生ごみ処理機１世帯につき１基）

　生ごみ処理機購入
費への助成

購入費の 1/2
（限度額 1 基 5 万円）

浄化槽設置補助金
　本村区域内で、設置後の維持管理
の責任が明らかな浄化槽を設置しよ
うとする者

5 人槽 44 万 4 千円

6 ～ 7 人槽 51 万 1 千円

8 ～ 10 人槽 71 万 9 千円

資源ごみ袋
無料化事業 村内の全世帯 資源ごみ袋 無料

環境整備支援事業
補助金 各自治会

　白川及び支流河川
等の環境整備（草刈
り等）に対し、自治
会へ上限額の範囲内
で補助金を交付

集落世帯割・均等割り

村民課

総務課

平成 24 年度　東白川村の事業紹介
村民、村内団体の皆さんが利用できる事業を紹介します



　　地域振興係（78-3122）
事業名 対象 概要 補助率・金額等

東白川村内産材
利用向上助成事業

対象者／フォレスタイルメンバー
PLUS 登録者であること
対象契約／フォレスタイル参加工務
店を施工業者として行う建築契約で
あること
村内産材…使用される骨格材は 90％
以上が村内産材であること
助成内容…使用する管柱（特一等材
以下）100 本を上限に現物支給する

ウェブポイント配布 
サイト内ポイント× 100 円 最高 18 万円

契約ポイント配布              
　契約額× 0.25％ 最高 22 万円

村内産ﾋﾉｷ支給
（特１等ﾋﾉｷ以下の規格） 上限 100 本提供

　　林務商工係（内線 270）
事業名 対象 概要 補助率・金額等

東白川村雇用促進
奨励金

　I ターン・U ターン等により新たに村に住
所を移した人を、村内の事業所で新たに常
時雇用する場合
○中卒・高卒・大卒等本村にもともと住所
があった新卒も対象とする。 
○対象者は、役場等の公務員及び農協・郵
便局・商工会職員で他市町村の本店での雇
用者を除く。

 奨励金は雇用した事
業主の申請により、従
業員本人に支給

年額 12 万円

野猪捕獲柵購入
補助金

　農作物の被害を防止するために、柵を購
入するわな猟免許所持者 柵を購入する経費 1/2 の金額まで

限度額５万円
　　農務係（内線 260）

事業名 対象 概要 補助率・金額等

新規就農者定住促進
事業奨励補助金

　年間 150 日以上農業に従事し将来に
わたって農業を行おうとする意欲のあ
るもので、５年以上の就農期間が見込
まれる新規就農者 ( 新卒者・U ターン者・
転入者 )。
　但し、県から「認定農業者」の認定
を受けていることが条件。

定住条件の整備等の支援 1 人 60 万円まで

新規就農研修補助金 　村内のあすなろ塾長のもとで研修を
うける新規就農希望者

研修期間内定額補助
（最大１年）月額 6 万円

就農研修者家賃助成 　村内のあすなろ塾長のもとで研修を
うける新規就農希望者 家賃・共益費の助成 1/2 の金額まで

農用地開発事業
　桑園、茶園、飼料畑若しくは夏秋野
菜畑等の用途にするために行う農地造
成又は改良５アール以上

農地造成又は改良に
要する経費 1/2 の金額まで

茶樹植栽等支援事業

①農業者又は農業者の団体が実施する
新植及び改植に要する経費 
②農業者又は農業者の団体が実施する
既存の茶園を乗用摘採機による管理が
出来るようにするための簡易なほ場整
備に要する経費

・新植及び改植に
要する経費

・簡易なほ場整備に
要する経費

2/3 の金額まで

茶防霜施設整備事業 　農業者又は農業者の団体が茶の防霜
施設を整備する為に要する経費 防霜施設設置経費

1/2 の金額まで
（Ｈ 25 までは

2/3）

産業建設課



　　農務係（内線 260）
事業名 対象 概要 補助率・金額等

農地流動化奨励事業 耕作するため農地を借りた人 奨励金の交付 10 アール当たり
1 万 2 千円

野猪防護柵設置事業 　農業者が、猪による農作物への被害防
止のための防護柵の設置経費 防護柵等の購入経費 1/3 の金額まで

限度額 1 万 5 千円
　　建設係（内線 280）

事業名 対象 概要 補助率・金額等

生活道整備補助金

①道路の開設事業にあっては、延長 30 ｍ
以上、幅員３ｍ以上、事業費 30 万円以上
の道路開設。

②橋梁の整備事業にあっては、幅員 3 ｍ
以上で自動車の通行可能な橋梁の新設及
び改良とし、事業費 30 万円以上のもの。

③道路の改良事業にあっては、延長 30 ｍ
以上で、幅員 3 ｍ以下の道路を、幅員 3
ｍ以上の自動車道に拡幅する場合、及び
延長 10 ｍ以上で、幅員 3 ｍ以上の道路
にコンクリート又は、鉄鋼の二次製品を
使用して、排水施設を設置する場合とし、
いずれも事業費 30 万円以上の事業とする。

④道路の舗装事業にあっては、延長 30 ｍ
以上、幅員 3 ｍ以上の道路であり、舗装
幅員２．５ｍ以上、事業費 10 万円以上の
舗装新設事業。

⑤災害復旧による機能回復にあっては、
原形復旧を基本とする。

⑥上記以外の小規模整備で村長の認めた
もの。
※各事業は、村民の住家へ通ずる自動車
道でなければならない

延長 100m 以下の
部分 40%

延長 100m を超え
500m 以下の部分 50%

延長 500m を超え
る部分 70%

災害復旧にかかる
部分 50%

①～⑤以外の小規
模整備

10 万円を限度とした
1/3 以内の金額

公共施設等
自主修繕支援補助金

　集会施設等公共施設の修繕、塗装や村
道の路面補修、橋梁塗装等を自治会や区
で実施する場合の原材料代、機械借上料、
燃料代、保険料

対象事業費 上限額…80 万円
10/10 の金額

木造住宅
無料耐震診断事業 S56.5/31 以前に建設した木造住宅所有者 木造住宅耐震診断

の実施 無料

木造住宅に係る住宅
耐震補強工事 木造住宅無料耐震診断実施者 耐震補強工事費用

への補助

1 戸当たりの工事費用
（上限 120 万円・税別）

そのうちの 7 割を補助
（最高 84 万円）

※ 120 万を超える場合
は自己負担。



　　（内線 421）
事業名 対象 概要 補助率・金額等

東白川村選奨生
修学資金貸与及び

利子補給制度

　高等学校、国立高
等専門学校に修学す
ることが確定した人
で、経済的な理由に
より修学が困難と思
われる人。

　高等学校、国立高等専門学校に修学
するための資金を金融機関が貸与し、
その利子を東白川村が補給し、人材の
育成を支援する。3 月中に東白川中学
校から個別に照会あり。

　月額 35,000 円を 3 年間
に限り借りることが出来ま
す。（最高限度額 126 万円）
返済期間は 6 年間まで。利
子補給は最高 9 年間につい
て補給。

自宅通学高校生
支援事業

　村内自宅から高等
学校等へ通学する生
徒の保護者とする。
なお通学交通手段等
は問わない。

自宅通学生徒１人

月額５千円
申請　年 2 回
前期 9 月中旬
後期 3 月中旬

教育委員会

　　
　　（内線 634）

事業名 対象 概要 補助率・金額等

出産祝い金事業

①本村の住民基本台帳に記録された
後、引き続き村内に住所を有する者
②出入国管理及び難民認定法別表第
２の永住者の在留資格をもって在留
する者で、引き続き村内に住所を有
する者
※生後 60 日まで

第一子出産 5 万円

第二子出産 10 万円

第三子以降 20 万円

子宮頚がん等
ワクチン接種

促進事業

中 1 ～高 1 女子 子宮頸がんワクチン接種
無料

生後 2 ヶ月～ 5 歳未満 肺炎球菌・ヒブワクチン
接種

インフルエンザ等
予防接種助成事業 １歳児～中学３年生 インフルエンザワクチン

接種 無料

福
祉
生
活
支
援
事
業

つちのこ商品券
助成事業

　一定所得以下の独居老人、高齢者
世帯、身体障がい者、生活保護世帯、
母子家庭

つちのこ商品券の配布 ５,000 円分

東白川村ごみ袋
無料引換券交付

事業

　身体障がい者手帳所持者でストマ
を装着している、または常時介護を
必要とし紙おむつを使用している者
がいる家庭

　可燃ごみ袋の無料引換券を
交付
※ごみ袋の配布は役場窓口

2 ヶ月毎に 10 枚

4 ヶ月毎に 10 枚

8 ヶ月未満の乳児のいる家庭 30 枚一括交付

東白川村外出支援
サービス事業

　村内に住所を有する高齢者・身体
障がい者手帳所持者で、一般交通機
関の利用が困難な者

①東白川診療所への送迎       
②生きがい活動支援通所事業
を提供する場所への送迎

1 時間以内 200 円
（自己負担）

中核病院
通院支援事業

　65 歳以上の高齢者で運転免許証を
持っていない方や免許証を所持して
いても高齢で運転に不安のある方及
び心身に障がいのある方

毎週水曜日、美濃加茂方面の
医療機関への送迎

１回 1,000 円
（自己負担）

毎週水曜日、下呂方面の医療
機関への送迎

１回 800 円
（自己負担）

地域医療センター
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＝
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高

へ
）
、
教
諭
＝
鈴
木
晃
（
八
百
津
中
へ
）
、

教
諭
＝
福
井
千
裕
（
古
井
小
へ
）
、
教
諭
＝

佐
藤
潔
明
（
南
帷
子
小
へ
）
、
非
常
勤
職
員

(

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー)

＝
井
戸
志
保

■
教
育
委
員
会

【
転
出
】
派
遣
社
会
教
育
主
事
＝
渡
辺
正
博

（
今
渡
小
へ
）
…
（
派
遣
社
会
教
育
主
事
制

度
終
了
）

■
村
職
員
人
事
異
動

【
退
職
】　
安
江
悦
子

【
昇
格
及
び
異
動
】 

出
納
員
兼
総
務
課
課

長
補
佐
＝
今
井
初
美
（
出
納
員
兼
総
務
課
主

査
）
、
産
業
建
設
課
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興

係
長
＝
桂
川
憲
生
（
産
業
建
設
課
地
域
振
興

係
長
）
、
課
長
補
佐
兼
教
育
係
長
＝
安
江
任

弘
（
教
育
係
長
）
、
国
保
診
療
所
（
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
）
保
健
福
祉
部
門
保
健
係
長
兼

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
＝
桂
川
の
ぞ
み

（
国
保
診
療
所
（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
）
保

健
福
祉
部
門
保
健
係
主
査
兼
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
勤
務
、
村
民
課
主
査
＝
伊
藤
秀
人
（
総

務
課
主
査
）
、
教
育
委
員
会
主
査
＝
今
井
信

和
（
村
民
課
主
査
）
、
総
務
課
主
査
＝
神
戸

正
紀
（
教
育
委
員
会
主
査
）
、
国
保
診
療
所

（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
）
保
健
福
祉
部
門
主

任
助
産
師
兼
児
童
家
庭
相
談
員
＝
田
口
こ
ず

江
（
国
保
診
療
所
（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
）

保
健
福
祉
部
門
主
任
助
産
師
）
、
産
業
建
設

課
主
査
＝
辻
普
稔
（
産
業
建
設
課
主
任
技

師
）
、
産
業
建
設
課
主
査
＝
若
井
純
（
産
業

建
設
課
主
任
）
、
産
業
建
設
課
主
任
＝
桂
川

し
の
ぶ
（
村
民
課
主
任
）
、
村
民
課
主
事
＝

西
山
和
沙
（
新
採
）
、
国
保
診
療
所
（
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
）
保
健
福
祉
部
門
保
健
師
主

事
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
＝
平
松
里
彩

（
新
採
）
、
総
務
課
主
事
補
＝
立
木
宏
和

（
新
採
）
、
教
育
委
員
会
主
事
補
＝
長
谷
川

紘
一
（
新
採
）

■
国
保
診
療
所
（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
）

医
療
部
門
主
任
看
護
師
＝
桂
川
恵
美
（
研
修

派
遣
）
、
医
療
部
門
主
任
看
護
師
＝
青
木
裕

見
子
（
研
修
派
遣
）
、
研
修
派
遣
＝
安
江
友

美
（
主
任
看
護
師
）

■
事
務
嘱
託
員

【
神
土
】 

大
口
＝
今
井
澄
子
、
平
＝
安
江
建

夫
、
下
親
田
＝
永
田
弘
二
、
上
親
田
＝
大
坪

克
臣
、
中
通
＝
村
雲
文
明
、
神
付
＝
安
江
武

司
、
中
谷
＝
村
雲
義
英
、
加
舎
尾
＝
田
口
和

道
、
西
洞
＝
古
田
正
貴

【
越
原
】 

曲
坂
＝
村
雲
昭
仁
、
日
向
＝
安
江

明
雄
、
陰
地
＝
松
岡
洋
一
、
栃
山
＝
馬
渕
祐

弘
、
黒
渕
＝
安
江
義
人
、
大
明
神
＝
安
江
廣

文【
五
加
】 

柏
本
＝
纐
纈
完
治
、
宮
代
＝
安

江
宏
男
、
大
沢
＝
小
池
毅
、
下
野
＝
今
井
利

文
、
久
須
見
＝
古
田
晃
裕

■
区
長

【
神
土
】
村
雲
次
郎(
下
親
田)

【
越
原
】
安
江
博(

栃
山)

【
五
加
】
今
井
照
夫(

大
沢)

■
み
つ
ば
保
育
園
保
護
者
会

【
会
長
】
嶋
倉
秀
範(

大
明
神)

【
副
会
長
】

伊
藤
桂
介(

大
明
神)

、
今
井
將
江(

神
付)

■
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
中
学
校　
【
会
長
】
今
井
嘉
徳(

平)

【
副

会
長
】
松
岡
正
道(

陰
地)

、
有
賀
清
美(

平)

▽
小
学
校　

【
会
長
】
佐
藤
克
行(

陰
地)

【
副
会
長
】
安
江
大
輔(

上
親
田)

、
安
江
和

美(

中
谷)

■
子
ど
も
会

【
会
長
】
安
江
伴
睦(

陰
地)

【
副
会
長
】
神

土
＝
古
田
泰
之(

平)

、
越
原
＝
安
江
昌
博(

曲

坂)

、
五
加
＝
安
江
尚
子
（
柏
本
）

■
高
校
生
保
護
者
会

【
会
長
】
河
田
孝(

西
洞)

【
副
会
長
】
桂
川

憲
生(

大
明
神)

、
田
口
昌
克(

柏
本)

■
消
防
団

【
団
長
】
安
江
真
博
（
陰
地
）
【
副
団
長
】

今
井
美
道
（
神
付
）
、
今
井
磨
弘
（
大

沢
）
、
牧
野
勇
三
（
日
向
）
、
【
分
団
長
】

今
井
誠
（
神
付
）
、
安
江
淳
（
日
向
）
、

有
賀
浩
幸
（
平
）
、
村
雲
滝
夫
（
陰
地
）
、

安
江
太
朗
（
加
舎
尾
）
、
安
江
太
一
（
中

通
）
【
副
分
団
長
】
田
口
清
隆
（
平
）
【
部

長
】
一
部
＝
藤
井
貴
広
（
大
沢
）
、
二
部

＝
安
江
啓
志
（
西
洞
）
、
三
部
＝
永
田
弘

二
（
下
親
田
）
、
四
部
＝
梅
田
美
孝
（
日

向
）
、
五
部
＝
安
江
規
（
大
明
神
）

平成 24 年度
教
職
員
・
村
職
員
の

　
人
事
異
動
及
び

各
種
団
体
新
役
員
紹
介

( 敬称略）



○
村
内
の
小
中
学
生
、
県
の
代
表
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
活
躍
選
手
紹
介
ー

　
三
月
末
に
開
催
さ
れ
た
都
道
府
県
対
抗

の
各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、
村
内
の
小
中
学

生
が
岐
阜
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
お
二
人
と
も
残
念
な
が
ら
入
賞
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
活

躍
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

牧
野
哲
也
君
（
現
中
学
三
年
生
）

　
三
月
二
十
八
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た

「
第
二
十
五
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２
」
に

岐
阜
県
選
抜
チ
ー
ム
の
先
発
選
手
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
今
大
会
の
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
あ
る
「
第
十
六
回
東
海
ジ
ュ
ニ

ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
」
で

は
、
チ
ー
ム
の
得
点
源
と
な
る
活
躍
を

し
、
県
内
の
選
手
で
唯
一
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

永
田
玲
奈
さ
ん
（
現
小
学
五
年
生
）

　
御
嵩
町
の
渡
邉
美
野
さ
ん
と
の
ペ
ア
で

千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
一
回
全
国

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
に
出
場
し

ま
し
た
。

　
昨
年
十
月
の
「
第
二
十
八
回
岐
阜
県
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
小
学
生
秋
季
大
会
」
で
は
三

位
、
そ
し
て
同
月
の
「
岐
阜
地
区
小
学
生

秋
季
大
会
・
小
学
五
年
生
以
下
の
部
」
で

は
見
事
優
勝
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

○
身
近
な
場
所
で
買
い
物
を

―
買
い
物
支
援
市
―

　
商
工
会
は
神
土
地
区
の
商
店
が
少
な
く

な
っ
た
現
状
を
受
け
、
毎
月
第
二
・
第
四

日
曜
日
に
旧
ス
ー
パ
ー
風
花
屋
商
店
前
で

「
買
い
物
支
援
市
」
を
開
催
中
で
す
。

　
第
一
回
目
の
三
月
十
一
日
に
は
、
村
内

か
ら
七
店
舗
が
出
店
し
、
お
弁
当
や
野
菜

等
を
販
売
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
そ
の
場

で
串
焼
き
等
を
味
わ
う
家
族
連
れ
や
、
当

日
の
ご
飯
の
食
材
や
お
弁
当
を
購
入
す
る

お
母
さ
ん
等
様
々
で
し
た
。

　
ま
た
二
回
目
と
な
る
二
十
五
日
の
支
援

市
で
は
、
出
店
数
が
増
え
、
有
志
の
に
よ

る
人
形
供
養
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
民
の

買
い
物
に
対
す
る
不
便
さ
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
県
か
ら
認
定
、
新
た
に
三
店
舗

     

―
県
産
品
愛
用
推
進
宣
言
の
店
―

 　
岐
阜
県
で
は
県
産
品
の
利
用
拡
大
の

一
環
と
し
て
県
内
産
の
食
材
を
利
用
し
た

料
理
を
提
供
し
て
い
る
飲
食
店
や
、
県
内

の
商
品
を
多
数
取
揃
え
て
い
る
販
売
店
を

「
県
産
品
愛
用
推
進
宣
言
の
店
」
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
こ
れ
ま
で
に
「
味
彩
」
「
谷
口

屋
」
「
吉
村
屋
」
「
中
野
屋
」
の
四
店
舗

が
認
定
済
み
で
し
た
が
、
三
月
二
十
二
日

に
「
お
い
し
い
自
然
工
房
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」

「
池
之
島
」
「
白
川
茶
屋
」
の
三
店
舗
が

平
成
二
十
三
年
度
の
指
定
店
と
し
て
新
た

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
店
舗
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
等
で
県
民
へ
広
く
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、

認
定
店
舗
の
証
明
で
あ
る
木
製
の
看
板
が

設
置
さ
れ
ま
す
。店

舗
に
設
置
さ
れ
る
看
板

○
消
防
の
精
神
を
受
け
継
い
で

　
　
　
　
　
　
　
ー
消
防
団
入
退
団
式
ー

　
平
成
二
十
四
年
消
防
団
入
退
団
式
が
三

月
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
団
員
は
防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
、

四
月
か
ら
は
総
勢
百
二
十
四
人
の
新
体
制

（
九
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
今
回
の
退
団
者
、
入
団
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

退
団
者　
筆
頭
副
団
長
…
安
江
伴
睦
（
陰

地
）/

部
長
…
栗
本
康
弘
（
柏
本
）/

班

長
…
神
戸
正
紀
（
平
）
、
板
垣
恒
春
（
黒

渕
）

入
団
者　
安
江
宏
之
（
宮
代
）/

安
江
勇

士
（
柏
本
）/

神
戸
将
成
（
平
）/

笹
俣

敬
司
（
日
向
）/

安
江
祥
公
（
大
明
神
）

� できごと情報

長年消防活動に尽力された
退団者の皆さん

様々な食品を買い求める来場者



ひがししらかわ�

○
各
分
野
の
向
上
を
目
指
し
て

―
三
施
設
合
同
研
究
会
―

　
三
月
十
六
日
、
十
四
回
目
と
な
る
保

健
・
福
祉
・
医
療
三
施
設
合
同
研
究
会
が

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
発
表
を
行
っ
た
の
は
村
の
三
分

野
の
施
設
で
あ
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
国
保
診
療
所
の
職
員

の
ほ
か
、
学
校
保
健
会
と
可
茂
消
防
署
の

救
急
救
命
士
で
す
。

　
発
表
で
は
国
保
診
療
所
の
安
江
こ
ず
枝

看
護
師
が
「
問
診
票
付
き
外
来
診
察
予
約

券
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
問
診
票
に
よ
り
患
者
が
生
活
や
身
体

を
振
り
返
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
、
薬

の
自
己
管
理
に
お
け
る
前
向
き
な
姿
勢
が

見
ら
れ
た
こ
と
等
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
問
診
票
に
気
づ
か
な
い
、
知
ら
な

い
と
い
う
回
答
が
半
数
弱
あ
っ
た
こ
と
や

文
字
が
読
み
に
く
い
、
書
き
に
く
い
等
記

入
に
不
都
合
が
あ
る
状
況
を
認
識
し
、
今

後
は
声
掛
け
や
情
報
収
集
を
積
極
的
に
行

い
、
問
診
票
を
見
や
す
く
簡
素
化
、
継
続

し
て
の
支
援
が
必
要
な
患
者
の
把
握
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
保
健
福
祉
部
門
の
要
援
護

者
を
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
や
、

せ
せ
ら
ぎ
荘
の
一
日
の
流
れ
や
利
用
者
状

況
と
来
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
変
更

に
つ
い
て
、
学
校
保
健
会
の
子
ど
も
達
の

食
の
自
立
の
取
り
組
み
等
が
発
表
さ
れ
、

各
分
野
の
関
係
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
共
有
し
、
研
鑚
、
学
習
、
協
力
す

る
こ
と
で
村
の
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
会
の
最
後
に
は
岐
阜
医
療
科
学

大
学
の
中
村
浩
二
先
生
に
よ
る
「
噛
ん
で

い
き
い
き
健
康
長
寿
」
と
題
さ
れ
た
特
別

講
演
が
行
わ
れ
、
噛
み
に
く
い
、
噛
め
な

い
状
態
を
放
置
し
て
お
く
と
記
憶
力
や
空

間
認
知
能
力
の
低
下
に
繋
が
る
と
い
っ

た
、
歯
と
健
康
と
の
関
係
性
を
示
す
多
く

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
八
十
人
の
来

場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

○
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
で
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
―
観
光
協
会
視
察
レ
ポ
ー
ト
―

　
観
光
協
会
員
十
三
名
は
、
二
月
二
十
日

～
二
十
一
日
に
葉
っ
ぱ
を
活
用
し
た
街
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
徳
島
県
上
勝
町
へ
研

修
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
徳
島
市
か
ら
車

で
一
時
間
半
ほ
ど
の
山
間
部
に
あ
り
、
本

村
と
同
様
な
地
域
で
す
。

　
こ
の
町
は
お
年
寄
り
が
人
口
の
半
数

近
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
人
々
が
活

躍
で
き
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
し
、

一
九
八
七
年
か
ら
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
つ
ま
も

の
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
料
理
を
美
し
く
彩

る
季
節
の
葉
や
花
、
山
菜
を
販
売
す
る
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
女
性
や
高
齢
者
で
も
取

り
組
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
中
に

は
年
収
千
万
円
を
稼
ぐ
お
ば
あ
さ
ん
も
い

ま
す
。

　
研
修
で
は
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
の
視
察

担
当
者
か
ら
、
事
業
の
経
緯
や
苦
労
話
、

次
の
よ
う
な
町
へ
の
波
及
効
果
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
①
事
業
が
地
域
意
識
の

変
化
を
も
た
ら
し
、
生
涯
現
役
で
年
金
受

給
者
が
納
税
者
に
な
る
等
活
躍
す
る
人
の

増
加
で
自
信
と
誇
り
が
根
付
き
町
が
元
気

に
な
っ
た
。
②
過
疎
高
齢
化
の
町
が
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
町
に
な
り
、
若
い
世
代
が
百

人
ほ
ど
増
加
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
全

国
の
市
場
情
報
を
収
集
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
、
最
近
は
携
帯
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
売
上

は
増
収
増
益
が
継
続
し
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン

同
士
で
結
婚
、
定
住
し
た
例
も
あ
る
そ
う

で
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
過
疎
化
は
進
み

一
月
に
は
人
口
が
千
九
百
人
を
切
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
日
本
初
で
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
宣
言
（
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
焼
却
ご

み
埋
立
ご
み
を
な
く
す
最
善
の
努
力
を
す

る
）
を
行
っ
た
取
り
組
み
も
視
察
し
ま
し

た
。

　
上
勝
町
の
過
疎
化
へ
の
前
向
き
に
取
り

組
む
姿
勢
や
地
域
意
識
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や

実
行
す
る
経
緯
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
村
の
取
り
組
み
へ
の
活
用
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

説明に聞き入る来場者

ゼロ・ウェイスト宣言の
取り組み現場を視察



平成 24 年 4 月からの 3 年間、介護保険料を基準月額 3,000 円に据え置きました。
　村の高齢化率は 38％を超え他の市区町村と比較して高くなっていますが、65 歳以上の方も仕事、農作
業や老人クラブ活動等生きがいを持って生活していることが介護給付費を抑える要因になっていると考え
られます。

段階 所得区分 保険料
算出方法

平成 24 年度 平成 24 年度
月額保険料 年額保険料

１ ●生活保護を受けている人
●住民税が世帯非課税で老齢福祉年金を受けている人

基準額
× 0.5 1,500 円 18,000 円

２ 住民税が世帯非課税で前年の
合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

基準額
× 0.5 1,500 円 18,000 円

３ 住民税が世帯非課税で前年の
合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以上の人

基準額
× 0.75 2,250 円 27,000 円

４ 住民税が世帯課税で本人非課税の人 基準額
× 1.0 3,000 円 36,000 円

５ 住民税課税で合計所得金額が 190 万円未満の人 基準額
× 1.25 3,750 円 45,000 円

６ 住民税課税で合計所得金額が 190 万円以上の人 基準額
× 1.5 4,500 円 54,000 円

前年度の所得確定後、年間保険料が確定します。（8 月の通知）
お問い合わせは　役場村民課住民係 78-3111　

子育てママの会　5 月開館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

○が開館日です

お知らせ

・開催日　　　　毎月第 2、第 4 日曜日　午前 9 時 30 分から 12 時まで
・開催場所　　　神土平　旧スーパー風花屋駐車場
・出店料　　　　１店舗１回　1,000 円
・会計　　　　　各出店者の責任で行っていただきます。
・出展者資格　　東白川村に在住していること。（ただし、商工会長が特に認めた場合は出店できます）
・販売出来る物　法律および公序良俗に違反しない限り制限はありませんが、加工食品の場合は食品衛生法 
   上の許可を有する人が製造した物でないと販売出来ません。
   バザーの届け出及び露天商の許可がある場合は、会場内で調理したものを販売できます。

・出店の自由　　一度申し込みが受理された方は、その後のすべての支援市に出店可能となります。
   すべての開催日に出店する義務はなく、可能な開催日のみ出店していただけます。

・販売品の申請　開催日ごとの販売品は開催日の 1 週間前までに商工会に連絡ください。
   連絡が無い場合はその出店は取り消しとなるのでご注意ください。

・その他　　　　場所決め、閉店後の片付け等会場内のことはすべて主催者の指示に従っていただきます。 
   １出店者の販売スペースは原則（間口 2.7 ｍ × 奥行 2 ｍ）とします。
   テントではなく旧店舗の軒先です。販売台（机）は用意します。
   軽トラックやバンでの販売を可能とします。
   電気、水が必要な場合は事前に申し出てください。

・お問合せ  東白川村商工会　TEL：78-2275

古着等を売ってみませんか？　商工会買い物支援市出店者募集

岐阜県下で最も低く、全国でも 7 番目に低い保険料となります

基
準



       　3/1
　～ 3/31

( 敬称略 )

○誕生おめでとうございます
　松岡綾人（芳樹・絵理　大明神）

○お悔やみ申し上げます
　今井とき　　89 歳（柏本）

　安江もりゑ　79 歳（宮代）

　村雲和男　　66 歳（陰地）

　安江渉　　　84 歳（神付）

　安江英樹　　80 歳（大明神）

ありがとうございました
3/1 ～ 3/31

( 敬称略 )

【東白川村】
■医療・保健福祉部門指定寄付
金 1 万円…市原吉住（大明神）
金 1 万円…安江全生（宮代）
金 10 万円…村雲きせこ（平）
金 20 万円…匿名
清拭布…田口良子（平）
■保育園指定寄付
手作り人形…樋口美佐枝 ( 西洞 )
ミニマスコット（ランドセル）
　…成瀬美里 ( 美濃加茂市 )
テレビ、藤の木の苗
　…みつば保育園卒園児保護者・
　　保護者会

【社会福祉協議会】
金 10 万円…安江恭介（大明神）
金 10 万円…村雲滝夫（陰地）
清拭布、たわし
　　　…島倉淑子（下親田） 
洗濯洗剤、古切手
　　　…安江登貴子（上親田）
清拭布…匿名
タオル…匿名
古切手…東白川村森林組合
古切手…匿名 

戸 籍 の 窓

御寄付

家 電 を 安 心 し て 使 う た め に

　長年使用されてきた暖房器具が経年劣化し、それが原因
の火災が全国で発生しています。事故を防ぐため、片付け
前に製品やその周辺を点検してみませんか？
○製品を確認

・表面に傷や破れがあったり、内部が露出してヒーター線
が見えたりしていませんか？

・使用時にコードや操作部が熱くなったり、臭いがしてい
ませんでしたか？

・電源コードのプラグがガタついていたり、コードの被覆
が傷付いていたりしませんでしたか？コードや操作部、そ
の付け根もよく確認してください。

・電気毛布、電気ミニマットの表面が部分的に変色してい
ませんか？

・電気毛布内部のヒーター線に重なり、ループ、使用によ
る折りぐせ等はありませんか？（光に透かす等して確認し
てください。）
○片付けの注意点

・コードを強く巻き付けない。
・操作部に重いものを乗せない。
・取扱い説明書に基づいて正しく収納する。

　　　　　暖房器具の点検をしましょう片付け前に

　洗濯機の使用時に、完全に停止する前に洗濯物を取り出
そうとして、衣類が指に絡まり大けがをする事故が発生し
ています。
洗濯・脱水槽が完全に停止するまで待ちましょう。ゆっく
りした回転でも危険です。
○こんな時は故障の恐れがあります

・脱水途中にフタを開けても 15 秒までに洗濯・脱水槽が
停止しない。

・フタのロックが解除されても（脱水終了音が鳴っても）、
洗濯・脱水槽が止まらない。

洗濯機が止まってから取り出しましょう

　ご使用の家電に少しでも異常を感じたら、直ちに使用を
中止し、販売店や家電の製造元に相談してください。

一般社団法人　日本電機工業会 
http://www.jema-net.or.jp/

ひのき 13cm 以下小丸太…平均単価 /8,500 円
ひのき 14cm 以上…平均単価 /20,200 円　高値 /133,000 円
すぎ…平均単価 /14,100 円　高値 /65,000 円
赤まつ…平均単価 /7,500 円　高値 /13,100 円
総取扱量 /617㎥　総販売高 /1,045 万 5 千円

東白川森林組合月末報告　第 639 回共販会
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新
し
い
年
度
を
迎
え
、

色
々
な
活
動
や
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
商
工
会
青

年
部
も
毎
年
夏
に
行
う
夏
祭

り
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

例
年
は
青
年
部
主
導
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

広
く
一
般
か
ら
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
実
行
委
員
会
を
設

立
し
ま
す
。
現
在
メ
ン
バ
ー

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
商
工
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
始
ま
っ
た
官
民
協
働

の
取
り
組
み
と
も
重
な
り
ま

す
が
、
各
団
体
の
仕
事
等
そ

れ
ぞ
れ
の
枠
を
超
え
て
の
活

動
で
、
よ
り
良
い
地
域
と
し

て
発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。(

Ｙ)

俳　
句

－３月末住民登録人口から－
世帯数 ………867世帯
人　口 ………    2,676人

(男…1,283人   女…1,393人)
転　入 …………… 17人
転　出 ……………18人
出　生 ……………1人
死　亡 ……………6人
先月と比較して　 6 人減
昨年と比較して　33人減

川
沿
い
の 

花
燃
え
に
け
り 

夕
日
落
つ　
　
　

安
倍　

栄
香

帽
子
編
む 

被
ぶ
る
人
を 

想
い
つ
つ　
　
　
　

村
雲
と
み
子

春
陽
う
け 

し
び
れ
た
指
に 

絵
筆
持
つ　
　
　

安
江
と
く
よ

穏
や
か
な 

春
の
流
れ
に 

浮
ぶ
鴨　
　
　
　
　

今
井　

幹
雄

氷
溶
け 

土
筆
の
先
の 

う
す
み
ど
り　
　
　
　

安
江　

峰
子

待
ち
わ
び
た 

春
の
芽
吹
き
や 

そ
こ
こ
こ
に　

村
雲
と
も
子

忘
れ
ま
じ 

巣
立
し
子
等
の 

三
味
の
音
を　
　

村
雲　

春
子

（
あ
け
ぼ
の
俳
句
の
会
）

※
２
月
号
に
て
村
雲
と
み
子
さ
ん
の
一
句
が
間
違
っ
て
お
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
、

　

赤
き
実
の　

南
天
活
け
て　

春
迎
え

で
す
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
ゴ
ミ
問
題
・
環
境
問
題
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
無
料
抽
選
会

　
修
理
し
て
再
び
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
自
転

車
が
、
抽
選
で
十
名
に
無
料
で
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

応
募
期
間
…
四
月
二
十
一
日(

土)

～
五
月
六
日(

日)

の

　
　
　
　
　
開
館
時
間
中
（
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
）

抽
選
日
時
…
五
月
七
日
（
月
）
午
前
十
時

○
ゴ
ミ
と
遊
ぼ
う
…
廃
材
オ
ブ
ジ
ェ
を
廃
ビ
ン
に
入
れ
る
ボ

ト
ル
ア
ー
ト
を
楽
し
み
ま
す
。

開
催
日
…
五
月
五
日(
土)　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

定
員
…
三
百
組　
対
象
：
三
歳
以
上
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費
…
無
料　
場
所
…
わ
く
わ
く
体
験
館

岐
阜
県
可
児
市
塩
河
一
〇
七
一
ー
四 

○
お
問
合
せ
…
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
５
７
４
︲
６
５
︲
４
１
１
１

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク　
Ｇ
Ｗ
の
催
し

つちのこフェスタ '12

9:00　受付
9:30　開会式（みつば保育園児のおゆうぎ）
9:50　つちのこ捜索大作戦
10:00　ステージイベント
   　（桧茶太鼓、中学生ブラスバンド、ジャ
　ズ＆ポップス、じゃんけんクイズ、丸太
　切り競争、マスつかみ、ワンパク広場、
　クラフト体験等）
12:00  つちのこ捜索結果発表
14:30　お楽しみ抽選会
15:00　閉会（餅投げ） 

○当日の日程 ○お得なパスポートをご利用ください

　ＪＡ東白川支店、茶の里会館、つちのこ
館、白川茶屋、商工会、味彩、野菜村他で
900 円で販売中です。当日券は 1,000 円です。

　開催日…５月 3 日　場所…中川原水辺公園
　賞金は 123 万円です。ゴールデンウィークの
　一日を、中川原水辺公園でお楽しみください。

→
つ
ち
の
こ
パ
ス
ポ
ー
ト


